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学校における新型コロナウイルス感染症対策について（通知）
各学校においては、児童生徒、教職員、保護者等が一丸となって感染症対策と学びの保

障の両立に多大な御尽力をいただいており、心から感謝申し上げます。
今なお、新型コロナウイルス感染症への警戒が必要な中、学校における感染拡大のリス

クを可能な限り低減した上で、学校運営を継続し、子ども一人一人の学びを保障していく
ことが重要です。
この度、道が、全道域で11月１日から「冬の感染拡大防止に向けて」として取組を行う

こととしたことに伴い、別紙を改訂しましたので通知します。
ついては、各道立学校及び市町村教育委員会においては、地域の感染状況等を的確に把

握しながら、感染症対策の実効性の確保を図るほか、「児童生徒・保護者向け動画『正し
く知ろう新型コロナワクチンのこと』について」（令和３年(2021年)10月25日付け教健体
第769号通知)を活用するなどして、新型コロナワクチンの正しい理解を促すとともに、各
教育局においては、全道の感染状況や他校での感染予防の好事例等の提供により、各学校
及び市町村教育委員会の取組を積極的に支援願います。
また、道は警戒ステージについて全道域で「ステージ１」に移行することから、全ての

道立学校においては、「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュ
アル～『学校の新しい生活様式』～」に基づくレベル１に応じた感染症対策を改めて確認
の上、徹底して取り組むとともに、次の点に特に留意し、適切な対応をお願いします。
なお、今後の感染状況に応じた対策について、別紙が変更になった場合は、改めて通知

します。
記

１ 発熱の有無にかかわらず風邪症状等がみられる場合は、症状がなくなるまで登校させ
ないよう、改めて児童生徒及び保護者に周知徹底を図ること。また、必要に応じて受診
を勧め、受診状況や検査状況を保護者から聞き取り、状況に応じた対応をすること。

２ これまで児童生徒又は同居の家族に症状等があって、単なる風邪と判断して登校し、
校内で感染が広がった事例があったことから、同居の家族に風邪症状等がある場合は、
登校を慎重に判断するよう促し、これまで同様、保護者から感染が不安などで休ませた
いと相談があった児童生徒について、合理的な理由があると校長が判断した場合には、
指導要録上「出席停止・忌引等の日数」として記録し、欠席とはしないことも可能であ
ること。なお、別添リーフレットを保護者に配布し、周知すること（「衛生管理マニュ
アル」50～51ページ参照）。

３ 「学校における寒冷な時季の換気について」（令和３年(2021年)10月18日付け教健体
第737号通知）を活用するなどして適切に換気すること。

４ 新型コロナウイルスの感染者が出た学校や地域では、感染者やその家族への偏見・差
別や、ＳＮＳによる誹謗中傷等が起こらないよう、日頃から児童生徒への指導の徹底を
図ること。

５ 高等学校等においては、全ての生徒が主体的に感染予防しながら、安全・安心な活動
を行う大切さを共有できるよう、「さあチェック（SA-Check(セーフティ＆アクション
チェック)）の活用について」（令和３年(2021年)10月13日付け教健体第718号通知）を
活用すること。

健康・体育課
高 校 教 育 課
義 務 教 育 課
特別支援教育課


